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16.  Abstract 

     今年の初め，世界保健機構は，世界各国における交通安全の総合的評価を公開し
た．(WHO, 2013) 本研究は，各国に対する WHO のデータを使用したが，開発・進
展レベルに応じた違いに焦点を当てた．目的は，開発レベルが類似した国々対し

て，交通安全の方針作成を支援するかもしれない共通点を特定することであった． 
1 人当たりの国民総所得のレベルに応じて 3 つのグループに分類され，これらの収
入レベルのグループは，主要な単位である研究の関心に基づいた．ここに示された

結果は，自動車死亡事故と交通安全に関係する多様な要因の両方に関して，収入レ

ベルの違いに焦点を当てている． 
     一車両当たりの死亡事故は，収入レベルが上昇するに従い減少し，一方，一人当
たりの死亡事故は，所得水準の逆 U 字型の関数であるという結果を示している．  
全死亡者の内の歩行者の死亡者は収入レベルに応じて減少している．収入レベルの

影響は，制度的枠組み，より安全な道路や移動手段環境、安全な車両、より安全な

道路利用者、そしてクラッシュ後のケアに関係する 31 の側面であることが分かっ
た． 
     本レポートにはまた，一車両当たりの死亡事故に関する予備回帰分析を含んでい
る． 
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